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◇

学

会

彙

報

▼
講
義
題
目

昭
和
42
年
度
第

一
学
期

(大
学
院
)

国
語
学
特
研

(中
世
古
文
書
の
研
究
)

(大
学
院
学
部
)

全

演
習

(万
葉
集
巻
十
九
)

(

全

)

全

講
義

(国
語
学
概
説
)

(

全

)

全

演
習

(法
華
修
法

一
百
座
聞
書
抄
)

(

全

)

全

特
講

(漢
字
音
と
漢
語
の
研
究
)

(学

部

)

全

議
義

(国
語
史
)

(大
学
院
)

国
文
学
特
研

(近
世
文
学
観
の
諸
問
題
)

(

全

)

全

演
習

(風
俗
文
選
)

(大
学
院
学
部
)

全

講
義

(近
世
小
説
史
)

(学

部
)

全

講
読

(武
道
伝
来
記
)

(大
学
院
)

全

演
習

(伝
記
研
究
の
諸
問
題
)

(大
学
院
学
部
)

全

演
習

(馬
内
侍
集
)

(学

部
)

全

特
講

(源
氏
物
語
論
)

(

全

)

全

特
講

(近
代
作
家
論
)

▼
受
贈
図
書

昭
和
42
年
2
月
～
8
月

神
奈
川
県
方
言
辞
典

栃
木
県
安
蘇
郡
野
上
村
語
彙

岩
手
方
言
研
究
第

一
・
三
集

方
言
の
歴
史

越
佐
方
言
集

気
仙
方
言
誌

平
安
遺
文
第

一
・
二
巻

福
田

教
授

春
日
助
教
授

中
村

教
授

今
井
助
教
授

重
松
助
教
授

福
田

良
輔

廣
韻
反
切
索
引

上
代
東
国
方
言
の
研
究

渡
辺
庫
輔
氏
所
蔵
文
書
目
録

や
ま
な
み

道
工
彦
文
家
集

柳
田
清
雄
遺
芳

芭
蕉
の
芸
術

浄
瑠
璃
評
判
記
集
成
下

漢
字
談
義

花
影
抄

天
地
交
騒

月
量

雲
海

海
峡

作
文
指
導
の
出
発

近
代
日
本
の
文
芸
思
潮

言
語
に
と

っ
て
美
と
は
な
に
か
ー

・
H

日
本
的
表
現
の
言
語
科
学

萬
葉
集
成
立
放

国
文
研
究
古
野
新
墾

斯
道
文
庫
論
集

国
立
国
語
研
究
所
年
報

長
崎
県
史
編
集
室

大
友

芳
雄

道
工
彦
文
顕
彰
会

恵
良

宏

小
林

祐
作

演
劇
研
究
会

大
修
館
書
店

国
立
国
会
図
書
館

九
大
祭
実
行
委
員
会

佐
久
間

鼎

関
東
短
期
大
学

塚
田

六
郎

斯
道

文
庫

国
立
国
語
研
究
所
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▼
受
贈
雑
誌

昭
和

42
年

1
月

～
6

月

(
そ

の
三

)

(
五

三
頁

よ
り

つ
づ

く

)
法

政
大
学

文
学

部
紀

要

12
、

国
文
学

研
究

(
早
稲

田
大
学

国
文

学
会

)

お
、
連

歌
俳

譜
研
究

29
～

32
、
有

明

工

業
高

専
紀

要

2
、
三
重

県

立
大
学

研
究

年
報

5
巻

2

・
史

苑

(立

教
大

学
史

学
会

)
飾
巻

3
、
音
声

学
会

会
報

伽
、
立
命

館

文
学

獅

ー
謝
、

古
代

文
学
会

報

(北
海

道
大

学
古

代
文

学
会

)

2
、

国
文
目

白

(
日

本
女

子
大

学

)
6

、
実
践

女
子
大

学
文

学
部
紀

要

10
、

語
文

(
日
本

大
学

)

26

、
愛

媛
大
学

紀

要
12
、

国
文

学

(関
西

大
学

)

41
、
華

7

～

9

・
コ

ロ

ニ
ア
文
学

2
、
文

車

16

、
美
夫

君
志

10

、
能

楽
思

潮
銘

・

39
、

国
語

と
教

育

(大

阪
学
芸

大

学

)
2
、

城
34
、
北

1
、
北

九

州

詩
人

と
作
家

3

、
こ
と
ば

の
宇
宙

3
、
ぐ

ん
し

ょ
ー

ー
2

・
4

～
19

・

1
-

00
、

9
臼

∩∠

▼
受
贈
抜
刷

源
氏
物
語
の
恋
愛
と
無
常

(愛
媛
大
学
紀
要
12
)

海
音
の
浄
瑠
璃
執
筆
態
度
=
時
代
物
の
場
合
=

(大
阪
学
芸
大
学
紀

要
15
)

宝
永
時
代

(18
C
初
頭
)
土
佐
言
語
管
見

(高
知
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
19
)

仲
田

庸
幸

横
山

正

吉
野

忠

後

記

.
雨

滴

を
見

な

い

こ
と

二
か

月

、

砂
ぼ

こ
り

に
ま

み

れ

、
黄

色

く

し

な
び

た

構
内

の
樹

々
を

見

る

と
、

ふ
か

ま

る
秋

に
も

、
今

年

は

不
吉

な

気

配

を

お
ぼ

え

る
。

そ

の
中

.て
、

来

る

十

月
九

・
十

両

日

に
は

、

わ
れ

わ

れ

研

究
室

の
主

催
下

に
、

和
歌

文

学
会

・
万

葉

学

会

の
合

同

大
会

が
開

か

れ

る

。
参

加

者

は

二
〇

〇

名

を
越

え

そ
う
で

あ

る

。

本

号

は
、

そ
う

い
う
あ

わ

た

だ
し

さ

の
中

で

、

ま

と

め
ら

れ

た

。
従

来

に
比

し
、

や

や

出
来

上

り

が

早
か

っ
た

の
は

、
印

刷

技

術

の
為

も

あ

る
が

、

主

と
し

て
や

は

り
会

員

諸

兄

の
間

に
積

極
的

な
投

稿

の
気

運

が

た

か
ま

っ
て
き

た

た
め

と

思
わ

れ

る

。
御

同

慶

に
た

え

な

い
。

内

容

は
ご

ら

ん

の
通

り

、
論

文

四
篇

と
紹

介

二
篇

。
春

日
助

教
授

の
論

文

は
、

国

語

国

文

に
発

表

さ

れ
た

前

稿

の
続

篇

で

、
も

と
も

と

は
違

っ
て

い
た

「
昔

」

と

「
今

は
昔

」

の

二
語

が

、

し
だ

い

に

「
昔

」

の

一
語

に
統

一
さ

れ

て

い

っ
た
経

緯

を

明
ら

か

に
さ

れ

た
も

の
。

藤

井

氏

の
論

文

は

、

日
本

書

記

の
音

仮
名

「
支

」
が

、
朝

鮮

系

の

字
音

に

よ

る
仮

名

表

記
で

あ

る

こ
と
を

具

体
的

に
例

証

し

、
紫

藤

氏

は
武

蔵

の
五
輪

書

と

関

係

の

ふ
か

い

「独

行
道

」

に

つ

い
て
、
資

料

的

な
精

査

を

加

え

た
上

で

、

興
味

ふ
か

い
新

見

を

加

え

ら
れ

た

。
海

老

井

氏

は

「六

の
宮

の
姫

君
」

が

、
芥

川
独
自

の
作

品

と

し

て

は
、

問

題

の
残

る
作

品
.て
あ

り

、

彼

の
作

風

に
お

け

る
転

機

が

そ

こ

に
認

め
ら

れ

る

と

論

じ

て

い
る
。

そ

れ

ぞ

れ

に
、

具

体
的

な

問

題
提

起

の
意

欲
を

秘

め

た
も

の
で

あ

る

こ

と

は

、

お
分

り

い
た

だ

け

よ
う

。

研
究

室

も

四

月

以
来

、
様

子

が
か

な

り

変

っ
た
。

助

手

の
原

口
君

が

北

九

州

大

へ
栄

転

の
後

へ
金

原

理

君

(博

士

課
程

中

退

)

が
代

っ
た

。

又

、
修

士

課

程

の
顔

ぶ

れ
が

大

幅

に
変

り
、

学
部

同
様

に
女

子

の
比

重

が

や

や
加

わ

っ
た
。

海
老

井

君

は
昨

年

に

ひ
き

つ
づ

い
て
助

手

と

し

て
勤

め

て
貰

っ
て

い
る
。

各

位

に
も

よ

ろ

し
く

お

願

い
し

た

い
。

(
担
当

、
福

田

・
今

井

)



介

伝
記
論
考

』

)

○

「芥

川
君

は
腹
下
し

の
あ
と
で
痛

々
し

い
程
、
痩

せ
衰
え
、
そ
し

て
非
常

に
神

経
質

に
見
え
た
。
:
・…
…
芥
川
君
は

三
年
間
程

私
が

全
く
小
説
を
書
か
な
か

っ

た
時
代

の
事

を
切
り
に
聞
き
た
が

っ
た
。

そ
し

て
自
身

そ
う
い
う
時
機

に
来

て

い
る
ら
し

い
口
吻
で

、
自
分

は
小
説

な
ど
書
け

る
人
間
で

は
な
い
の
だ
、
と
い

う
よ

う
な
事
を
云

っ
て
い
た
。
」

(志
賀
直
哉

『沓

掛
に
て
1
芥
川
君

の
こ
と

ー
』

(
昭

・
2

)
)

12

「死
後
』

(大
正
十

四
年
九
月

「改
造
』

)

▼

受
贈
雑

誌

昭
和

42
年

1
月

～

6
月

(そ

の

こ

国

語
と

国
文
学

1
～

7
月
、

国
語

国
文

2

～
5
月

、
国

文
学

解
釈
と

鑑
賞

1

～

7
月

、

国
文
学

解

釈
と
教

材

の
研
究

1
～

7
月
、

文
学

1

～
6
月
、

解
釈

12

～
5
月

、

国
学

院
雑

誌

10
～

4
月

、
学
苑

12

-
6
月

、
文
献

ジ

ャ

ー

ナ

ル
ー2

・
5

・
6
月

、

八
雲

4
月
、

白
路

12

-
3

・
5

・
6
月

、
日
米

フ

ォ
ー

ラ
ム
ー2

～
6
月

、
肇

国

12
～

6
月
、

成
城

文
芸

45

・
46
、
名
古

屋

大
学

国

語
国

文
学

19
、
学

習

院
大

学
国

語

国
文
学

会
誌

10
、

人
文
論

究

(

関

西
学

院
大
学

人
文

学
会

〉
17
巻

1

-
3

号
、
言

語
と

文
芸

49

～
51
、

文

学

語
学

42

-
44
、

一
橋
論

叢

12

～
6
月

、

近
代

文
学

研
究

(
東
洋
大

学

近

代
文

学

研
究
会

)
13
、

文
学
会

論

集

(甲
南

大
学

)
32
、
甲
南

国

文
14

、

山

口
大
学

文
学

会

誌

17
巻

2
、
国

語

国
文
学

(東

京
学

芸
大

学

)
1
、
女

子
大

文
学

(
大
阪

女
子

大
学

)
18
、

女
子
大

国

文

(京
都

女

子
大
学

)
β

～

45
、
演

劇

学

(
早
稲

田
大

学
演

劇
学

会

)

7
、
文

化

(東

北
大
学

文
学

部

)

30
巻

3

・
4
号
、

朝
鮮

学
術

通
報

3

巻

5
～
4
巻

2
、

中
世

文
芸

(

広
島

大
学
中

世

文
芸

研
究

会

)
34

・
37
、
国

文
鶴
見

(鶴

見
女

子
大

学

日

本
文

学
会

)

1

・
2
、
金

沢
大

学
教

養
部

論

集
3

、
演
劇

研
究

(早
稲

田

大

学
演

劇
博

物

館

)
2

、
国

語
国

文
論
集

(静

岡
女

子
短
期

大
学

)
1
、

国
立

国
語

研
究

所
年
報

16
、
成
渓

大

学
文

学
部
紀

要

1

・
2
、

国
語
学

研

究

(東

北
大

学

文
学
部

)
6
、

王
朝

文
学

(東
洋

大

学
王
朝

文
学

研
究
会

)
13
、

日
本

文
学

誌

要

(法

政

大
学

)

12

～

17
、

実
践

文
学

29

・
30
、

日

本

学
術
会

議

月
報

12

～
2
月

、
文

芸
と

思
想

(福

岡
女

子
大
学

文
学

部

)

29

・
30
、
愛

文

(
愛
媛
大

学

文

理
学

部

)

5
、
相
模

女

子
大
学
紀

要

25

～

27
、
国

語
研

究

(
国
学

院
大

学

)
23

方

言
学
会
会

報

16

～
19
、

国
文

(お

茶

の
水
女

子
大

学

)
26
、

人
文

科
学
紀

要

(東
京

大

学
教

養
学
部

)
39
、

国
語

研
究
室

(東

京
大

学

国
語

研
究
室

)
5
、

愛
媛

国
文

研
究

16
、
学

大

国
文

(
大

阪
学
芸
大

学

)
10
、

語
文

(
日
本

大
学

国
文

学
会

)

25

・
26

、

専

修

国
文

ユ
、
金

沢
大

学
教

育
学

部
紀

要

15
、
言

語
文

化

(
一
橋
大

学

語

学

研
究
室

)
3
、
大

阪

経
大

論
集

52

～
55

、
文
林

(松
蔭

女

子
学

院
大
学

国
文

学

研
究

室

)
1
、

近
世

文
芸
橋

(
広
島
近

世

文
芸

研
究
会

)
11
、

人

文

研
究

17
巻

10
～

18
巻

3
、
萬

葉

62

・
63
、

国
文
学

研
究

(梅
光

女

学
院

短
期

大
学

)

2
、
清

泉
女

子
大

学
紀

要

14
、

人
文
論

集

(静
岡
大

学

人
文

学

部

)
17
、
愛
知

県

立
大

学
文
学

部
論

集

17
、

文
科
報

告

(鹿

児
島
大

学

教

養
部

)
2
、
龍

谷
大

学

論
集

網
～

蹴
、

国
語

国
文

研
究

(北

海

道
大

学

国
文
学
会

)
34

.
35

、
軍

記
と
語

り
物

4

、
国

語
学

(
国
語

学
会

)
御

・

　、
東
洋

学

術

研
究

(東
洋

哲
学

研
究

所

)
5
巻

12

・
6
巻

3
、

人
文

研

究

(神

奈

川
大

学

人
文

学
会

)

35
、

玉
藻

(
フ

エ
リ

ス
女
学
院

大
学

)

2

短
大

論
叢

(関

東
学

院

短
期
大

学

)
30
、
鶴

見
女

子
大
学
紀

要

4
、

薩
摩

路

(鹿

児
島
大

学

国
文

研
究
室

)
11
、
同

志
社

国
文

学
2

、

日
本

文

学

(

東
京

女
子

大
学

)

28
、
中

京
大

文
学

部
紀

要

1
、
(
五

三
頁

に

つ
づ

く

)
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か

は
り

に
、
幾

分

の
健
全

性

を
得

た
L

(
躍
頁

)
と

云
う
事

を
意

味

し

て

い
る
と

さ
れ

る
。

又
、
読

本

に

つ
い
て
は

、
長

編
化

し
、

雅
俗
折

衷
文

体

と

な

っ
た

こ
と
を

御
指
摘

に
な

っ
て

い
る
。

後

語

に

つ
い

て
。

一
近
代

へ
の
接

続

L
と

副

題
が
あ

る
様

に
、
戯
作

が

近
代

小
説

に
如

何

に
接
続

し

て
行

っ
た
か

を

、
戯

作
を

中
心

に
幕

末
文
学

界

の
様

相

を
総

括
的

に
把

え
、

明
析

な
史

観

て
分

析

さ
れ

る
。

以

上
、

内
容

の
忠

実

な
紹
介

専

一
と
考

え
述

べ
来
た

っ
た
が
、

誠

に
要

を
得

ぬ
拙

い
も

の
と
な

っ
た

。
先
生

に
お
許

し
を

お
願

い
し

て
、

結
び

の

言
葉

に
は

い
ら

せ

て
頂

こ
う

。

本

著

は
、
先

き

に
も
述

べ
た
様

に

、
戯

作

に

つ
い
て

の
御

研
究

の
成
果

に
よ

っ
て
、
新

た

に
、

「
戯
作

論
」
と

題
し

て
、
集

約
的

に
論

述

さ
れ

た

も

の
.て
あ

る
。

従

っ
て
、
先
生

は

一
あ

と
が

き
L

で
、

主
要
十

五
の
論
文

や
、

各
章

の
終

り

に
示
さ

れ

る
論
文

を
参

考

に
し

、
又
読

者
自

身

が
戯
作

を
手

に
す

る

こ
と
を

、
要

望
し

て
お
ら

れ

る
。

こ

の
様

に
、
本

著

を
学

術

研

究
書

と
し

て
は
、

い
わ
ば

一小

柄

」

な
形

に
な
さ

れ

た

に

つ
い
て
は

、

「
『
戯

作

の
大

論
文

』

、

『
戯

作

の
大
著

』

、
馬
鹿

馬
鹿

し

い
」
(
「
あ

と

が
き

」
)
と

の
御
謙

辞
.て
あ

る
が

、
晴

が
ま

し

い
事

の
お
嫌

い
な

御
性
格

を

よ
く

示
す

も

の
で
あ

ろ
う

。
し

か
し

、

恐
縮

で
は
あ

る

が

、
諸

物

価
高
騰

の
今

日
、
学

術

研
究
書

を

か
く

も
求

め
易

く

し

て
、
刊

行
さ

れ
た

事
を

、

若

い
研
究
を

志

す
者

と
し

て
、

誠

に
有
難

く

思

っ
て

い
る
。

(
昭
和

四
十

一
年

九
月

角

川
書

店

刊

九

五
〇
円

)

▼
受
贈
雑

誌

昭
和

42
年

1
月

ー
6
月

(
そ

の
二
)

(
四
九
頁

よ
り

つ
づ

く

)

ノ
ー

ト

ル
ダ

ム
清

心
女

子
大
学

紀
要

1
、

国
文

学
漢

文
学
論

叢

(東

京
教

育
大

学
文

学
部

)

12
、
名

古

屋
大
学

文
学

部

研

究
論
集

15
、
帝

塚
山

短
期

大
学

紀
要

4

、
梅
花

女
子

大
文

学
部

紀
要

3
、

国

語

の
研
究

(大

分
大

学

)
2
、
熊

本

女
子
大

学

国
語

国
文
学

論

文
集

5

文
学

研
究

(九

州
大

学

文
学

部

)
64
、
中

国
古

典

研
究

(早
稲

田
大

学
中

国
古

典

研
究
会

)
14
、

文
学

科
論

集

(
鹿
児

島
大
学

法

文
学
部

)

2
、
山

邊
道

(
天
理
大

学

国
文
学

研

究
室

)

13

、
論

究

日
本

文
学

(立

命

館
大
学

)

29

・
30
、

国
文
学

放

(広

島
大
学

)
42

・
43
、

日
本

文
学

ノ
ー

ト
24
、

都
大

論
究

6

、
人

文
学
報

(東

京
都

立

大
学

)

56

、
九

州
文

化
史

研
究
所

紀

要
12

、
東

海
大
学

紀

要

8
、
金

沢
大

学
法

文
学
部

論

集
14
、
帝
塚

山
学

院

短
期
大

学

研
究
年

報

14
、

説
林

(愛

知
県
立

大
学

)
15
、
名

古

屋
大
学

教
養

部
紀

要

11
、

山

口
女
子

短
期

大
学

研
究
報

告

21
、

園

田
学

園

女
子
大

学
論

文

集
1
、

文
学

論
集

(
佐
賀
大

学

)
8

、
文
学

論
藻

(東

洋
大

学

)

35

・
36
、
文

学
論

集

(関
西

大
学

)

1

・
2
、
甲
南

女

子
大
学

研
究

紀
要

3

、
文
芸

と

批
評

2
巻

3

・
4
、
徳

島
大

学
学

芸
紀

要

16
、
大

阪

府
立
大

学
紀

要

15
、
北

九

州
大
学

文

学
部
紀

要

1

試
論

(武

蔵

野
文
学
会

)
12
、

国
語

国
文

学
報

(愛

知
教

育
大

学

)
20
、

史
淵

(九

州
大

学
文
学

部

)

94
、
跡

見
学

園

国
語
科
紀

要

15
、

明
治

大
学

教
養

論
集

37

-
39

明

治

大
学

人
文

科
学

研
究

所
年

報

7
、
文

芸

研
究

所

54

・
55
、
(五七
頁
に
つ
づ
く
)
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